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全期前納の役員保険料は賞与

Q:被保険者：役員

保険金受取人：役員

保険料負担者：法人

上記のような形態の養老保険を会社が契約し

た場合、税務上の取扱いはどのようになりま

すか。

A.:法人が、役員を被保険者および保険金

受取人として養老保険に加入し、その保険料

を負担している場合、法人が支払った保険料

は原則として役員に対する「給与」として取

り扱うこととされています。

ただし、法人がその保険料を「経常的に負

担している場合」は「報酬」となり、そうで

ない場合は「賞与」として取り扱われます。

役員賞与となれば損金不算入となりますの

で、注意が必要です。

｢経常的な負担」が「報酬」となる基準と

なりますが、ここでいう「経常的な負担」と

は、必ずしも月払い契約の保険料を意味する

ものではありません。

年払いや半年払いでも、契約が長期のもの

であり、毎年継続的に保険料を負担している

場合には、報酬として認められることになり

ます。

一方、一時払いであれば賞与として取り扱

われることになります。

保険料の支払い方法には、将来の保険料を

まとめて支払う「全期前納」がありますが、

これについては、全期前納も一時払いと同様

に取り扱われ「賞与」となりますので、ご注

意下さい。
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